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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
〝
誰
も

が
楽
し
め
る
博
物
館
〞
と

し
て
２
０
２
１
年
９
月
〜

11
月
に
か
け
て
国
立
民
族

学
博
物
館
（
吹
田
市
千
里

万
博
公
園
10
―
１
）
で
開

催
さ
れ
た
特
別
展
で
、
巡

回
展
と
し
て
は
２
０
２
３

年
春
の
岡
山
市
、
同
年
秋

の
滋
賀
県
に
続
く
３
カ
所

目
と
な
る
。

　

来
場
者
が
多
様
な
作
品

群
に
さ
わ
り
、
触
覚
（
視

覚
以
外
の
感
覚
）
に
集
中

す
る
こ
と
で
、
感
覚
の
多

様
性
に
気
づ
き
、
従
来
の

視
覚
優
位
・
視
覚
偏
重
の

展
示
の
あ
り
方
を
問
い
直

す
と
と
も
に
、
障
害
者
対

応
・
弱
者
支
援
と
い
う
枠

を
超
え
て
作
者
と
来
場
者

を
つ
な
ぐ
ア
ー
ト
展
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

実
行
委
員
長
を
務
め
る

国
立
民
族
学
博
物
館
の
広

瀬
浩
二
郎
教
授
（
56
）
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
可
能
性
を
多
く

の
人
び
と
に
伝
え
る
べ
く

東
奔
西
走
。

　
「
視
覚
障
害
の
当
事
者

で
あ
る
僕
に
は
、
た
く
さ

ん
の
〝
恩
人
〞
が
い
る
。

そ
の
ひ
と
び
と
の
感
覚
を

〝
Ｏ
Ｎ
〞に
す
る〝
Ｏ
Ｎ
人
〞

が
僕
の
仕
事
」
と
笑
顔
で

語
る
。

　

昨
年
７
月
、
大
阪
市
中

央
区
道
頓
堀
２
の
道
頓
堀

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
株
式

会
社
カ
ナ
オ
カ
機
材
主
催

の
第
１
８
８
回
Ｃ
Ｓ
元
気

活
力
塾
で
は
「
と
も
に
活

か
す
社
会
を
め
ざ
し
て

―
〝
触
角
力
〞
で
博
物
館

と
企
業
を
つ
な
ぐ
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
広
瀬
教

授
の
思
い
に
感
銘
し
た
主

催
者
の
金
岡
重
雄
会
長

（
86
）
は
「
広
瀬
教
授
の

活
躍
が
大
阪
・
関
西
を
元

気
に
す
る
」
と
研
究
支
援

費
を
贈
呈
。
今
回
の
巡
回

展
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

人
び
と
の
〝
思
い
〞
を

つ
な
ぐ
ア
ー
ト
展
は
、
こ

の
後
10
月
11
日
〜
11
月
９

日
に
大
分
県
立
美
術
館
、

11
月
12
日
〜
11
月
20
日
大

分
県
別
府
市「
太
陽
の
家
」

を
巡
回
す
る
。（池

内
文
藏
）

鳥貴族鳥貴族のの運営会社運営会社がが本社移転本社移転

広瀬浩二郎教授 （左） に研究支援費を
手渡す金岡重雄会長

直方市出身の大関魁皇 （現・浅香山
親方）の像にさわる直方谷尾美術館・
花田義朗館長

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

5日  ゲスト ： 丹波幸一さん
　　　　　　 「プロ野球の審判30年」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

12日  ゲスト ： 中谷剛さん
　　　　　　「美容業界を舞台にチャレンジ！」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

19日  新刊案内「運」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

26日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

９月

代表取締役社長 CEO　大倉忠司
大阪市中央区淡路町4-2-13
アーバンネット御堂筋ビル20F
TEL 06-6206-0808

株式会社エターナル
ホスピタリティグループ

代表取締役　中村陽子
泉大津市本町６-１
TEL 0725-32-0886

株式会社アレスグーテ
和菓子司ぽんぽんや

さわる！ 触触の大博覧会
九州へ巡回展

株式会社エターナルホスピタリティグループ

人
び
と
の〝
思
い
〞つ
な
ぐ

す
べ
て
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
逆
手
に
取
り
プ
ラ
ス
へ

す
べ
て
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
逆
手
に
取
り
プ
ラ
ス
へ

株
式
会
社
ア
レ
ス
グ
ー
テ

　
　
和
菓
子
司
ぽ
ん
ぽ
ん
や

代
表
取
締
役
　
中
村
陽
子
さ
　
　
ん

2024・9・1

35
℃
以
上
が
日
常
と
な
っ
た
８
月
。
猛

暑
が
続
く
８
日
、
震
度
６
弱
（
Ｍ
７
・
１
）

の
宮
崎
・
日
向
灘
地
震
が
起
き
た
。

　

気
象
庁
は
初
め
て
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報　

巨
大
地
震
注
意
」
を
発
表
、

注
意
を
呼
び
掛
け
た
。
無
事
15
日
に
解
除

さ
れ
た
が
、
身
の
回
り
の
点
検
・
見
直
し
の
機
会

で
も
あ
っ
た
。

　

企
業
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
策
定

す
る
が
徹
底
さ
れ
て
い

た
だ
ろ
う
か
。
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
は
「
30
年
以
内
に
70
〜
80

％
」
と
上
書
き
保
存
。

　

地
震
は
突
然
や
っ
て
く
る
。「
唐
突
」
の
岸
田

文
雄
首
相
は
突
然
14
日
に
退
陣
表
明
。
自
民
党
総

裁
選
が
始
ま
っ
た
が
、
見
な
れ
た
11
人
。
再
生
へ

の
熱
量
と
迫
力
と
溌は

つ

溂ら
つ
さ
を
感
じ
な
い
。
主
要
先

進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
の
メ
ン
バ
ー
は
若
く
て
保

守
系
、
と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
の
メ
ロ
ー
ニ
首
相

（
47
）
は
Ｇ
７
議
長
国
で
あ
り
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

で
も
存
在
は
際
立
っ
て
い
る
。

　

塩
野
七
生
氏
（
87
）
は
２
０
２
３
年
度
の
文
化

勲
章
受
章
の
共
同
記
者
会
見
の
席
上
で
「
今
、
世

界
の
指
導
者
は
誰
ひ
と
り
、
な
に
を
や
っ
た
ら
い

い
の
か
わ
か
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。「
目
の
前

の
こ
と
だ
け
や
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
上
の
こ
と

を
決
め
て
処
し
て
ゆ
く
の
が
政
治
で
す
。
…
一
番

大
切
な
の
は
何
か
と
い
え
ば
、
私
は
国
土
と
安
全

保
障
だ
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

自
著「
誰
が
国
家
を
殺
す
の
か　

日
本
人
へ
Ⅴ
」

（
文
春
新
書
）
で
は
、

国
家
の
こ
と
を
広
い
見

地
か
ら
思
索
を
め
ぐ
ら
せ
行
動
す
る
「
国
士
」
に

つ
い
て
「
一
昔
前
の
日
本
に
い
た
国
士
型
官
僚
や

国
士
型
政
治
家
や
国
士
型
経
済
人
は
、
今
で
は
消

え
失
せ
て
し
ま
っ
た
の
か
」
と
問
う
。

　

安
全
保
障
の
視
点
で
常
に
〝
考
動
〞
す
る
国
士

型
政
治
家
の
出
番
で
あ
る
。「〝
新
し
い
〞自
民
党
」

「
シ
ン
自
民
党
」
へ
と
脱
皮
す
る
好
機
だ
。
９
月

10
日
は
米
国
大
統
領
選
の
Ｔ
Ｖ
討
論
会
、
23
日
は

立
憲
民
主
党
の
代
表
選
、
27
日
は
自
民
党
総
裁
選

と
、
目
の
離
せ
な
い
９
月
で
あ
る
。

晴耕雨読

〝
新
し
い
〞自
民
党
へ
脱
皮

電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５
（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

2022 年 2 月 24 日午前 5 時、ロシア軍がウクライナの首都キーウに攻め込んだ。すぐにキーウが陥落すると考えたプー
チン。しかし、そうはならなかった。国民が一致団結し抵抗。欧米および日本から支援を受け、ロシアの攻撃を迎え撃つ。
　それから２年。ウクライナも支援国も疲れが出始めている。しかし、ここで負けるわけにはいかない。なぜなら、もは
やウクライナ対ロシアを越え、民主主義国対独裁国の戦いだからだ。  まさに第三次世界大戦に他ならない。
　ウクライナ支援は、民主主義国に暮らす私たちの生活を守ることにつながる。だから、ひとときもウクライナを忘れて
はならない。そのために侵略カレンダーを作った。このカレンダーを家や店に貼り、毎日見てほしい。そして、ウクライナ
で苦しみ悲しむ人たちのことを思ってほしい。関心を持ち続けることこそがウクライナ支援だ。
　実は、ロシアによるウクライナ侵攻は 2014 年 2 月 27 日のクリミア侵攻から始まった。侵略カレンダーでは 2022 年
2 月 24 日を 1 日目としているが、その前に 2919 日にわたって侵略されている。そのことを忘れないでほしい。
　ウクライナが勝利し、ロシアを国外に押し戻し、平和が来ることを強く祈る。ウクライナに栄光あれ！

日本ウクライナ文化交流協会　会長　小 野　元 裕
ГоловаЯпонсько-українськоїасоціаціїкультурногообміну　Оно Мотохіро

Календарагресії
Постійнийінтерес -єдинийспосібпідтриматиУкраїну

日本ウクライナ文化交流協会 TEL 072-926-5134

関心を持ち続けることこそがウクライナ支援
時、ロシア軍がウクライナの首都キーウに攻め込んだ。すぐにキーウが陥落すると考えたプー

国民が一致団結し抵抗。欧米および日本から支援を受け、ロシアの攻撃を迎え撃つ。
ウクライナも支援国も疲れが出始めている。しかし、ここで負けるわけにはいかない。なぜなら、もは

やウクライナ対ロシアを越え、民主主義国対独裁国の戦いだからだ。まさに第三次世界大戦に他ならない。

Календарагресії
Постійнийінтеррес -єддинийспосібпіддтрриматиУкрраїнуу

関心を持ち続けることこそがウクライナ支援援関心を持ち続けることこそがウクライナ支援

1枚 100円
ウクライナ支援として

　　　　 三井住友銀行・八尾支店
（普）2012746　名義：日本ウクライナ文化交流協会
銀行口座八尾市

山本町南6-2-29

一般社団法人介護総合支援センター主催

学ぼう、語り合おう、つながろう！学ぼう、語り合おう、つながろう！

第10回  介護と福祉の勉強会第10回  介護と福祉の勉強会

参加費　1,000 円

申　込　090-3725-3520（北野）

会　場　エル・おおさか
　　　　大阪市中央区北浜東 3-4

親が認知症になったら
9 月15日（日）10：30～12：00

ディスカッションテーマ

永続する会社には社史がある 記
憶
は
一代
、

記
録
は
末
代

　

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
美
味
し
い
焼
き
鳥
等
を
提
供
す
る
「
鳥

貴
族
」。
店
舗
に
足
を
運
ん
だ
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
東
大
阪

市
発
祥
の
焼
き
鳥
店
か
ら
、
店
舗
数
を
拡
大
、
関
西
か
ら
関
東
ま
で
６
２
６

店
を
数
え
、「
焼
き
鳥
大
吉
」
を
買
収
し
、
焼
き
鳥
を
主
力
と
し
た
飲
食
事

業
に
特
化
し
て
い
る
。運
営
会
社「
株
式
会
社
エ
タ
ー
ナ
ル
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
」
は
、
今
や
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
上
場
す
る
ま
で
成
長
し
た
大

企
業
だ
。
社
名
も
２
０
２
４
年
に
刷
新
し
た
。

　

大
阪
市
浪
速
区
に
あ
っ
た
本
店
が
本
社
機
能
を
持
っ
て
い
た
が
、
大
阪
市

中
央
区
淡
路
町
の
新
築
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
移
転
、
７
月
よ
り
業
務
を
開
始
し

た
。

　

新
本
社
は
、
大
阪
市
中

央
区
淡
路
町
４
―
２
―

13
、
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
御

堂
筋
ビ
ル
20
階
。
大
阪
メ

ト
ロ
御
堂
筋
線
本
町
駅
お

よ
び
淀
屋
橋
駅
か
ら
徒
歩

５
分
以
内
、
御
堂
筋
沿
い

の
好
立
地
だ
。
受
付
フ
ロ

ア
ー
は
、
関
係
取
引
先
か

ら
届
い
た
移
転
祝
い
の
胡

蝶
蘭
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

お
り
、
華
や
か
な
雰
囲

気
。
そ
こ
に
創
業
者
で
あ

り
、
同
社
代
表
取
締
役
社

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
大
倉
忠
司
さ

ん
（
64
）
＝
写
真
＝
が
出

迎
え
て
く
れ
た
。

　

本
社
移
転
の
理
由
は
、

「
浪
速
区
の
本
店
が
手
狭

に
な
り
、
社
員
の
労
働
環

境
を
改
善
し
た
い
思
い
が

あ
っ
た
」
と
大
倉
社
長
。

４
０
０
坪
を
超
え
る
ビ
ル

最
上
階
の
フ
ロ
ア
を
全
て

使
用
し
、
定
員
２
０
０
人

に
対
し
１
２
０
人
ほ
ど
の

社
員
が
勤
務
し
て
い
る
。

　

社
長
室
は
な
い
。
理
由

を
聞
く
と
、「
社
長
室
で

区
切
っ
て
い
た
ら
社
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
に
く
く
な
る
で

し
ょ
う
」。
移
転
し
た
こ

と
に
つ
い
て
社
員
に
感
想

を
尋
ね
る
と
、「
オ
フ
ィ

ス
が
生
き
て
い
る
」「
広

い
」「
香
り
が
良
い
」
等

の
声
が
返
っ
て
き
た
。
社

員
が
固
有
の
デ
ス
ク
を
持

た
な
い
「
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
制
」。
場
所
に
と
ら
わ

れ
ず
皆
が
自
由
に
働
く
ス

タ
イ
ル
で
、
社
長
自
身
も

毎
日
、
ど
こ
に
座
ろ
う
か

考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
在
宅
勤

務
体
制
も
あ
っ
た
そ
う
だ

が
、
今
は
全
員
出
社
体
制

で
勤
務
し
て
い
る
。

　

さ
て
実
際
に
、
４
０
０

坪
の
フ
ロ
ア
を
見
学
す
る

と
、
気
持
ち
の
良
い
広
さ

に
視
界
が
開
け
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装

を
し
た
社
員
が
マ
イ
ペ
ー

ス
で
執
務
し
て
い
る
こ
と

が
感
じ
取
れ
る
。
外
部
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ス

も
点
在
し
、
会
議
室
も
多

数
。
休
憩
室
に
は
簡
易

ベ
ッ
ド
も
。

　

と
に
か
く
最
上
階
の
20

階
な
の
で
、
大
き
な
窓
か

ら
の
眺
め
が
素
晴
ら
し

く
、
洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気

の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
か
ら

は
、
緑
の
映
え
る
御
堂
筋

を
難
波
ま
で
見
通
す
こ
と

が
で
き
る
。
こ
ん
な
場
所

で
商
談
を
し
た
ら
自
然
に

上
手
く
い
く
と
思
え
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
大
倉
社

長
の
「
大
事
な
仕
事
」
を

見
か
け
た
。「
う
ぬ
ぼ
れ

看
板
」へ
の
文
字
入
れ
だ
。

鳥
貴
族
の
店
舗
入
り
口
に

は
「
営
業
中
」
の
代
わ
り

に
「
う
ぬ
ぼ
れ
中
」
の
看

板
を
掛
け
て
い
る
。
そ
の

意
味
は
「
今
、
世
の
中
を

明
る
く
し
て
い
る
最
中
で

す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
焼
き
鳥
屋
で
世
の
中

を
明
る
く
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
同
社
の
理
念

を
、
大
倉
社
長
が
直
々
に

看
板
に
書
く
こ
と
に
意
義

を
感
じ
た
。

　

最
後
に
、
大
倉
社
長
に

今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

　
「
今
年
は
社
名
も
刷
新

し
、
本
社
も
移
転
し
た
の

で
第
二
の
創
業
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
グ

ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
に

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

米
国
、
東
ア
ジ
ア
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
進
出
し
て
、
焼

き
鳥
か
ら
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
へ
事
業
加
速
を
し
て

い
き
ま
す
」

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
腹
筋
で

健
康
維
持
を
図
り
、
好
き

な
お
酒
は
飲
む
。
そ
ん
な

若
々
し
い
大
倉
社
長
と
、

社
員
数
８
０
０
人
超
の

〝
う
ぬ
ぼ
れ
集
団
〞
の
見

通
し
は
明
る
い
。

（
根
岸
健
太
郎
）

　

福
沢
諭
吉
の
教
え
を

ベ
ー
ス
に
人
間
学
を
学
び

実
践
す
る
「
半
学
半
教
実

践
塾
の
会
」（
細
川
三
郎

名
誉
会
長
）
の
第
１
２
９

回
例
会
が
８
月
９
日
に
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
サ
カ

（
大
阪
市
淀
川
区
新
北
野

１
）
で
開
か
れ
た
。

　

株
式
会
社
ア
レ
ス
グ
ー

テ
（
和
菓
子
司
ぽ
ん
ぽ
ん

や
）
代
表
取
締
役
の
中
村

陽
子
さ
ん
（
63
）
＝
写
真

＝
が
、「
和
菓
子
を
通
じ

て
で
き
る
こ
と
」
と
い
う

演
題
で
講
演
し
た
。

　

岸
和
田
生
ま
れ
の
中
村

さ
ん
は
小
学
２
年
生
の
と

き
大
阪
市
内
へ
。

　

同
志
社
大
学
卒
業
後
、

銀
行
員
、
ホ
テ
ル
支
配

人
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
。

　

２
０
２
０
年
に
知
人
の

紹
介
で
泉
大
津
市
に
あ
る

和
菓
子
司
ぽ
ん
ぽ
ん
や
を

訪
れ
る
こ
と
に
。

　

創
業
１
９
３
３
年
の
歴

史
あ
る
店
だ
が
、
３
代
目

で
潰
れ
る
寸
前
だ
っ
た
。

家
賃
は
滞
納
、
電
気
・
水

道
は
止
め
ら
れ
て
お
り
、

手
の
施
し
よ
う
が
な
い
。

そ
の
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
、

客
足
が
遠
の
い
て
い
る
。

　

中
村
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
と
知
識
を
も
と
に

知
恵
を
絞
り
、
す
べ
て
の

マ
イ
ナ
ス
要
因
を
逆
手
に

取
り
、
プ
ラ
ス
へ
変
え
た

の
だ
。

　

コ
ロ
ナ
で
外
出
が
ま
ま

な
ら
ず
、
家
で
菓
子
を

作
っ
た
り
、
料
理
を
デ
リ

バ
リ
ー
し
た
り
と
巣
ご
も

り
す
る
人
が
増
え
た
。
そ

こ
で
、
店
に
残
っ
て
い
る

わ
ら
び
粉
・
き
な
粉
・
砂

糖
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
小
分

け
し
て
販
売
す
る
こ
と

に
。

　

謳
い
文
句
は
「
10
分
混

ぜ
れ
ば
、
わ
ら
び
餅
が
で

き
る
」。

　

注
文
を
受
け
、
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
に
５
袋
ず
つ
入
れ

て
発
送
す
る
。
こ
れ
が
当

た
り
、
売
れ
に
売
れ
、
１

日
３
０
０
セ
ッ
ト
以
上
出

た
。

　

材
料
が
足
ら
な
く
な
っ

て
も
、
支
払
い
が
た
ま
っ

て
い
る
の
で
、
材
料
屋
が

売
っ
て
く
れ
な
い
。
仕
方

な
く
、
現
金
と
の
交
換
で

材
料
を
仕
入
れ
る
こ
と
に
。

　

順
調
に
売
上
が
伸
び
る

も
、
３
代
目
が
レ
ジ
か
ら

お
金
を
持
っ
て
い
く
。
問

い
た
だ
す
と
、「
レ
ジ
は

自
分
の
財
布
だ
と
言
わ
れ

て
育
っ
て
き
た
。
何
が
悪

い
ね
ん
」
と
逆
ギ
レ
さ
れ

る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
疲
労
困

憊
し
た
中
村
さ
ん
は
コ
ロ

ナ
に
罹
り
入
院
す
る
こ
と

に
。

　

退
院
し
て
み
る
と
、
た

ま
っ
た
お
金
が
底
を
つ
い

て
い
た
。

　

し
か
し
、
中
村
さ
ん
は

気
を
取
り
直
し
て
、
仕
事

に
励
む
。
す
る
と
、
ま
た

ど
ん
ど
ん
売
上
が
伸
び
て

い
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
村
さ
ん
に
嫉

妬
し
た
３
代
目
は
嫌
が
ら

せ
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

あ
る
日
、
中
村
さ
ん
が

工
場
に
入
る
と
、
材
料
の

袋
に
目
立
つ
字
で
「
勝
手

に
さ
わ
る
な
、
ボ
ケ
」
と

書
い
て
あ
る
。
我
慢
の
限

界
だ
。
中
村
さ
ん
は
こ
こ

を
去
る
こ
と
に
決
め
る
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
３

代
目
が
中
村
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
来
て
詫
び
、
店
を
譲

る
か
ら
帰
っ
て
き
て
欲
し

い
と
懇
願
す
る
。
迷
い
に

迷
っ
た
末
、
情
の
深
い
中

村
さ
ん
は
戻
る
こ
と
に
。

そ
の
と
き
、
社
名
を
ド
イ

ツ
語
で
「
お
幸
せ
に
」
と

い
う
意
味
の
株
式
会
社
ア

レ
ス
グ
ー
テ
に
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
長
年
飲
食

を
営
む
女
性
か
ら
か
け
ら

れ
た
言
葉
に
勇
気
付
け
ら

れ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
職
人
の

時
代
や
な
い
。
自
分
で
作

り
！
」

　

誰
も
が
作
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
中
村
さ
ん

は
レ
シ
ピ
作
り
に
取
り
組

む
。
工
場
の
各
所
に
カ
メ

ラ
を
取
り
付
け
、
３
代
目

の
菓
子
作
り
を
す
べ
て
録

画
し
、
デ
ー
タ
化
し
た
。

残
っ
て
く
れ
て
い
た
中
堅

職
人
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
、
完
全
な
レ
シ
ピ
が
出

来
上
が
っ
た
。
こ
れ
を
も

と
に
し
て
作
る
と
、
代
々

継
承
さ
れ
て
き
た
味
を

ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
再

現
で
き
た
。

　

ど
ん
ど
ん
作
り
、
ど
ん

ど
ん
売
る
。
売
上
は
鰻
上

り
。
ス
タ
ッ
フ
も
10
人
以

上
に
な
り
、
若
手
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
発
信
し
、
幅
広

い
世
代
に
広
が
る
。

　

泉
州
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

と
さ
れ
て
い
る
同
店
の
く

る
み
餅
。
中
村
さ
ん
率
い

る
ス
タ
ッ
フ
は
一
丸
と
な

り
、
工
夫
を
こ
ら
し
現
代

に
届
け
る
。

　

く
る
み
餅
に
泉
州
の
だ

ん
じ
り
の
象
徴
で
あ
る

「
鬼
熊
」
を
か
た
ど
っ
た

最
中
を
組
み
合
わ
せ
て
良

質
な
塩
を
振
り
か
け
る
新

商
品「
ア
ン
デ
ク
ル
ン
デ
」

だ
。

　

４
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
「
泉
大
津
の
お
み
や
げ

品
発
掘
・
創
出
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
食
品
部
門
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。

　
〝
非
接
触
〞
が
推
奨
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
〝
接
触
〞
の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
人
気
を
呼
ん

だ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
さ
わ
る
！

〝
触
〞
の
大
博
覧
会
」
巡
回
展
が
７
月
６
日
よ
り

福
岡
県
直
方
市
殿
町
10
―
35
の
直
方
谷
尾
美
術
館

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ユニバーサル・ミュージアム

代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

大
倉
忠
司
さ
　
　
ん

広
域
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何より行動すること  関心を持ち続けること
八尾ライオンズクラブの奉仕活動で珠洲市へ八尾ライオンズクラブの奉仕活動で珠洲市へ

　

八
尾
市
民
待
望
の
夏
の

風
物
詩
「
八
尾
駐
屯
地
盆

踊
り
・
花
火
大
会
」
が
、

８
月
７
日
に
陸
上
自
衛
隊

八
尾
駐
屯
地
（
八
尾
市
空

港
１
）
で
開
か
れ
た
。

　

河
内
家
菊
水
丸
さ
ん

（
61
）
の
音
頭
で
盆
踊
り
を

楽
し
ん
だ
後
、
夜
空
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
を
楽

し
ん
だ
。
昨
年
は
途
中
に

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
テ
ー
ル
ス
イ
ス
タ
ー

清
水
裕
隆

タ
イ
リ
ー
グ
に
風
穴
あ
け
る

公式ホーム
ページ

PRポスター

夜空に打ち上げられた花火

力を合わせて綱を引く小学生

が
ん
ば
れ
！

小
学
生
綱
引
大
会
２
０
２
４

小
学
生
綱
引
大
会
２
０
２
４

19
チ
ー
ム
１
８
０
人
が
参
加

　

小
太
り
の
若
者
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
せ
る
。
最
新
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
ロ
シ
ア
西
部
ク
ル
ス
ク
州
に

入
り
込
み
、
１
２
５
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
92

集
落
を
制
圧
し
た
。

　
「
東
京
23
区
の
２
倍
で
す
」

　

日
本
人
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
若
者
。
確

か
に
実
感
が
湧
き
、
そ
の
凄
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
と
違
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
金
品
を

略
奪
し
た
り
、
住
民
を
虐
殺
し
た
り
は
し
な
い
。

ロ
シ
ア
の
領
土
な
ど
は
毛
頭
い
ら
な
い
。

　
「
佐
久
間
象
山
は
、
防
御
は
敵
に
侮
ら
れ
な
い

こ
と
だ
と
言
い
ま
し
た
ね
。
孫
子
は
、
攻
撃
は
最

大
の
防
御
と
言
い
ま
し
た
ね
」

　

日
本
や
中
国
の
兵
法
を
事
細
か
に
解
説
す
る
で

は
な
い
か
。
正
直
な
と
こ
ろ
驚
い
た
。
誰
に
教
わ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
学
ん
だ

の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
ス
マ
ホ
を

指
し
示
す
。
ロ
シ
ア

の
５
地
域
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
の
ド
ロ
ー
ン

45
機
が
攻
撃
し
た
。

モ
ス
ク
ワ
州
に
は
11

機
。
そ
れ
だ
け
に
止

ま
ら
ず
、
ク
ル
ス
ク

州
に
２
機
、
ブ
リ
ャ

ン
ス
ク
州
に
23
機
、

ベ
ル
ゴ
ロ
ド
州
に
６

機
、
モ
ス
ク
ワ
市
隣

の
カ
ル
ー
ガ
州
に
３

機
。
い
ず
れ
も
撃
墜

さ
れ
た
が
、
住
民
は

恐
れ
戦
お
の
のい
て
い
る
。

　
「
守
る
だ
け
で
は
結
局
の
と
こ
ろ
防
御
で
き
な

い
こ
と
が
、
こ
の
２
年
半
で
嫌
と
い
う
ほ
ど
分
か

り
ま
し
た
。
日
本
と
中
国
の
兵
法
か
ら
た
く
さ
ん

教
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

何
も
知
ら
な
い
自
分
自
身
が
恥
ず
か
し
く
な
っ

た
。
勉
強
不
足
だ
。
日
本
や
中
国
の
兵
法
を
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ど
の
国
に
も
攻
め
入

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
堪
忍
袋
の

緒
が
切
れ
た
の
だ
。
ロ
シ
ア
に
攻
め
入
ら
な
い
こ

と
に
は
、
プ
ー
チ
ン
は
目
を
覚
ま
さ
な
い
。
オ
レ

ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ル
ス
キ
ー
総
司
令
官
は
作
戦
を

練
り
に
練
り
、
一
気
呵
成
に
攻
め
入
っ
た
の
だ
。

33
回
目
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
記
念
日
で
あ
る
８

月
24
日
に
、
プ
ー
チ
ン
が
報
復
攻
撃
を
仕
掛
け
て

く
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
が
、
そ
の
通
り

に
な
っ
た
。
翌
々
日
か
ら
一
睡
も
で
き
な
い
ほ

ど
、
ロ
シ
ア
の
攻
撃
の
激
し
さ
が
増
し
て
い
る
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
251

攻撃は最大の防御

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

用
（
痛
み
の
軽
減
）
に

よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

る
こ
と
、
快
感
や
幸
福

感
・
気
分
の
高
揚
を
も

た
ら
す
こ
と
、
心
身
の

健
康
を
増
進
す
る
こ

と
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気

持
ち
良
さ
を
導
く
こ

と
、
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ハ

イ
や
仕
事
や
勉
強
中
に

フ
ロ
ー
・
ゾ
ー
ン
を
も

た
ら
す
こ
と
、
仕
事
や

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で

「
４
大
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
今

回
は
「
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
」に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

　

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
は

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」「
脳

内
麻
薬
／
脳
内
モ
ル
ヒ

ネ
」
と
も
呼
ば
れ
、
痛

み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

身
体
的
に
不
快
な
刺
激

の
反
応
と
し
て
、
ま
た

は
笑
い
や
運
動
な
ど
の

身
体
的
な
心
地
よ
さ
を

受
け
た
と
き
に
放
出
さ

れ
快
感
や
幸
福
感
を
も

た
ら
す
神
経
伝
達
物
質

で
す
。

　

こ
の
「
エ
ン
ド
ル

フ
ィ
ン
の
効
果
」
と
し

て
は
、
例
え
ば
、
ス
ト

レ
ス
を
和
ら
げ
鎮
痛
作

生
活
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
な
ど
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
エ

ン
ド
ル
フ
ィ
ン
の
分
泌

を
促
進
す
る
方
法
」
と

し
て
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
痛
み

や
ス
ト
レ
ス

が
あ
る
こ
と
、
辛
い
物

を
食
べ
る
こ
と
、運
動
、

入
浴
・
サ
ウ
ナ
、
瞑
想
、

好
き
な
も
の
を
食
べ
る

こ
と
、
グ
ッ
ス
リ
眠
る

こ
と
、
恋
愛
な
ど
本
能

を
満
た
し
て
や
る
こ

と
、
お
し
ゃ
れ
や
花
を

育
て
る
こ
と
な
ど
好
き

な
こ
と
や
楽
し
い
こ
と

を
す
る
こ
と
、
笑
う
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
エ
ン

ド
ル
フ
ィ
ン
を
上
手
く

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

幸
せ
な
生
活
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑰

幸
せ
ホ
ル
モ
ン
④
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

八尾駐屯地盆踊り・花火大会
15190人が楽しむ

ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
転
身

海
外
で
の
事
業
家
へ
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おわり

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

～The Osaka Brasstarsを迎えて～

日　　程 9月7日（土） 14:00開演 （13:30開場） 16:00終演予定
会　　場　八尾市文化会館　プリズムホール　小ホール
チケット
　　6月2日（日） 午前10:00 ～　プリズムクラブ（友の会）発売
　　6月7日（金） 午前10:00 ～　一般前売発売
入場料金 一般：4,000円（友の会3,600円）
　　　　　障がい者とその介添1人まで：3,200円
　　　　　25歳以下：1,000円
　　　　　※一般・障がい者の券種は当日300円増
　　　　　※障がい者・25歳以下の券種は要証明書

菊本和昭トランペット・リサイタル

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

多
田
大
介
さ
ん

　

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

２
０
２
５
年
ま
ず
は
地
域

リ
ー
グ
で
あ
る
社
会
人

リ
ー
グ
に
参
入
。
３
年
後

に
タ
イ
の
３
部
リ
ー
グ

へ
、
そ
の
２
年
後
に
２
部

リ
ー
グ
へ
の
昇
格
を
目
指

す
。
そ
し
て
最
終
的
に
は

２
０
３
５
年
、
タ
イ
の
１

部
リ
ー
グ
で
戦
う
と
い
う

10
カ
年
計
画
を
立
て
た
。

　
「
我
々
に
し
か
で
き
な

い
指
導
方
針
・
教
育
方
針

を
貫
き
勝
負
し
た
い
。
そ

し
て
タ
イ
リ
ー
グ
に
風
穴

を
あ
け
る
」
と
意
気
込
み

を
語
る
。
運
営
に
か
か
る

年
間
費
用
は
３
部
リ
ー
グ

で
３
０
０
０
万
円
、
１
部

リ
ー
グ
で
は
４
億
円
か
か

る
。
Ｊ
リ
ー
グ
浦
和
レ
ッ

ズ
の
年
間
運
営
費
は
60
億

〜
70
憶
円
。「
そ
れ
と
比

べ
た
ら
ま
だ
ま
だ
や
れ

る
。
成
長
の
可
能
性
は
十

分
あ
る
」
と
自
信
を
の
ぞ

か
せ
る
。

　
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て

選
手
た
ち
に
何
を
伝
え
ら

れ
る
の
か
。
サ
ッ
カ
ー
で

生
き
て
き
た
自
分
に
と
っ

て
こ
れ
が
恩
返
し
の
仕
方

だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

が
私
の
使
命
だ
。
タ
イ
の

国
民
性
を
大
事
に
し
な
が

ら
日
本
流
の
教
育
を
根
付

か
せ
て
い
き
た
い
」

　

タ
イ
代
表
監
督
を
務
め

る
石
井
正
忠
さ
ん
（
57
）

＝
写
真
＝
は
「
心
を
通
わ

せ
る
こ
と
」
に
注
力
し
て

い
る
と
い
う
。
困
っ
て
い

る
選
手
が
い
れ
ば
寄
り
添

い
、
心
を
通
わ
せ
る
よ
う

に
力
を
注
い
で
い
る
。
技

術
・
体
力
も
大
事
だ
が
、

本
質
は
心
の
部
分
が
重
要
。

「
心
を
育
て
る
こ
と
、
心
を

通
わ
せ
る
こ
と
で
大
き
な

成
長
が
で
き
る
」
と
、
多

田
さ
ん
は
親
交
の
あ
る
石

井
監
督
の
方
針
に
賛
同
し

て
い
る
。「
我
々
も
心
の

部
分
を
大
切
に
し
な
が
ら

ク
ラ
ブ
運
営
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
育
成
・
教
育

的
取
り
組
み
に
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
信

じ
て
い
る
。
タ
イ
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
「
日
本
で
く
す
ぶ
っ
て

い
る
選
手
に
も
、
タ
イ
で

の
可
能
性
を
見
出
せ
る
機

会
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
現
地
に
い
る

強
み
が
あ
る
の
で
な
に
か

あ
れ
ば
ぜ
ひ
連
絡
し
て
き

て
ほ
し
い
。
私
を
頼
っ
て

も
ら
え
れ
ば
、
タ
イ
で
の

プ
レ
ー
の
機
会
を
提
供
で

き
る
自
信
は
あ
る
」

（
中
野
善
典
）

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

3日  
10日  倫理研究所法人スーパーバイザー　安井義幸氏「倫理を活かす経営」

八尾市倫理法人会会長　橋口大氏「すべては自分次第！」

17日  八尾市倫理法人会幹事　藤井亮多氏「心即太陽 人間万事塞翁が馬」
24日  泉州倫理法人会相談役　永野祥司氏「明朗愛和喜働の実践で日本一幸せなチームを作る」

6日  東大阪市倫理法人会会長　髙田和弘氏「Last cruise ～水先案内人 髙田～」

19日  大阪鴻池倫理法人会会長　吉岡篤氏「２年目の決意と答え合わせ」
26日  大阪鴻池倫理法人会専任幹事　福井伸氏「私と鴻池の伸び代」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23459月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09689月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46779月の予定

13日  東大阪市倫理法人会専任幹事　島田忠信氏「受け止めか受け入れか!!」
20日  東大阪市倫理法人会事務長　大塚満氏「誰しも誰かの後継者」
27日  東大阪市倫理法人会幹事　松本学氏「実験倫理」

12日  豊中市倫理法人会会員　石山空来氏「いのちの輝き」
5日  倫理研究所法人スーパーバイザー　新渡戸八州男氏「人は鏡、万象はわが師」

珠洲市で奉仕活動する八尾ライオンズクラブの
メンバー（筆者左端）

た
が
、
私
は
友
人
と
夜
中

３
時
に
大
阪
を
出
発
し
、

現
地
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
配
食
と
寄
付
品
の
配

布
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
帰

阪
。

　

金
沢
市
内
で
高
速
を
降

り
「
の
と
里
山
海
道
」
に

入
る
と
、
朝
涼
の
海
岸
沿

い
ド
ラ
イ
ブ
は
爽
快
で
、

夏
旅
行
に
来
た
か
の
よ
う

な
錯
覚
さ
え
覚
え
る
気
持

ち
の
良
い
時
間
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
錯
覚
か

ら
目
が
覚
め
る
の
に
時
間

は
さ
ほ
ど
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
達
し

て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
メ
ン
バ
ー
と
合
流
し
た

穴
水
町
の
コ
ン
ビ
ニ
は
い

つ
も
の
風
景
と
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
裏

の
民
家
の
土
壁
の
納
屋
は

崩
れ
て
い
ま
し
た
。

　

車
列
を
組
ん
で
輪
島
市

を
目
指
す
道
中
の
景
色

は
、
古
い
木
造
家
屋
が
無

残
に
崩
れ
て
お
り
、
道
路

は
大
き
く
蛇
行
し
て
崩
落

し
た
箇
所
や
段
差
を
避
け

て
仮
設
で
繋
が
れ
て
い
て

注
意
深
く
徐
行
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
か
ら
聞
い
た
話
で
す

が
、
こ
れ
で
も
道
路
は
相

当
良
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
達
は
案
内
さ
れ
る
ま

ま
輪
島
市
内
へ
。
道
路
脇

の
民
家
は
ほ
ぼ
全
壊
し
て

お
り
、
自
動
車
の
上
に
家

が
崩
れ
落
ち
て
い
る
状
態

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ビ
ル
が
横
倒
し
に
な
っ

た
風
景
、
輪
島
朝
市
の
焼

け
た
跡
、
目
に
入
る
す
べ

て
の
景
色
が
言
葉
に
な
ら

ず
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
景
色
は

最
近
で
こ
そ
ニ
ュ
ー
ス
で

も
あ
ま
り
目
に
し
ま
せ
ん

が
、
地
震
の
発
生
以
来
毎

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、

い
わ
ば
見
慣
れ
た
光
景
の

は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、

　
「
が
ん
ば
れ
！　

小
学

生
綱
引
大
会
２
０
２
４
」

が
８
月
10
日
に
八
尾
市
立

総
合
体
育
館
ウ
イ
ン
グ

（
八
尾
市
青
山
町
３
）
で

開
か
れ
た
。
主
催
は
八
尾

市
綱
引
協
会
（
北
側
正
廣

会
長
代
行
）。
八
尾
市
か

ら
児
童
虐
待
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
運
動
実
行
委
員
会
（
田

中
康
正
実
行
委
員
長
）
が

協
賛
し
た
。

19
チ
ー
ム
・
約
１
８
０

人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
の
顔
は

真
剣
そ
の
も
の
。

　

八
尾
は
小
学
生
綱
引
が

強
く
、全
国
的
に
名
が
通
っ

て
い
る
。
い
わ
ば
〝
小
学

生
綱
引
〞
の
メ
ッ
カ
だ
。

　

チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ

て
競
い
合
う
綱
引
き
は
、

子
ど
も
の
心
を
育
む
の
に

適
し
て
い
る
。
綱
引
き
に

取
り
組
む
小
学
生
が
増
え

て
ほ
し
い
。

　

社
会
福
祉
法
人
視
覚

障
害
者
文
化
振
興
協
会

と
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
国
際
推
進
機
構

は
、
障
が
い
の
有
無
や

年
齢
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な

ど
を
問
わ
ず
社
会
に
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
〝
共
生
社
会
〞
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
「
第
３

回
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
ス
マ
イ
ル
デ
ー
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
夢↑

堺
Ｙ
Ｕ

Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

２
０
２
４
」
を
９
月
21

日
に
開
催
す
る
。
会
場

は
堺
旧
港
・
大
浜
公
園
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

官
民
連
携
の
も
と
、
視

覚
障
が
い
者
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
地
元
中
学

生
に
よ
る
部
活
動
発

表
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
人

達
に
よ
る
レ
イ
ン
ボ
ー

シ
ョ
ー
、
保
護
動
物
の

譲
渡
会
、
よ
さ
こ
い
や

ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
自
衛

隊
に
よ
る
車
両
展
示
、

大
阪
・
関
西
万
博
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ャ

ク
ミ
ャ
ク
」
ふ
れ
あ
い

体
験
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
約
１
０
０
店
舗
が

集
結
す
る
食
フ
ェ
ス
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
（
入

場
無
料
）。

　

夜
に
は
ゲ
ス
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
関

西
最
大
級
３
０
０
０
０

発
の
花
火
。
通
常
の
打

ち
上
げ
花
火
と
異
な

り
、
上
空
20
ｍ
程
度
の

低
空
花
火
を
連
続
で
打

ち
上
げ
、
至
近
距
離
で

非
日
常
を
体
感
（
全
席

有
料
）。

　

主
催
は
Ｍ
Ｅ
Ｔ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
推
進

機
構
、
社
会
福
祉
法
人

視
覚
障
害
者
文
化
振
興

協
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｓ
日
本
福

祉
放
送
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
機

構
の
三
谷
真
一
広
報
委

員
（
☎
０
９
０
―
３
９

９
３
―
１
３
３
３
）へ
。

　

１
月
１
日
16
時
10
分
。

旅
行
中
に
私
達
家
族
６
人

は
小
松
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
被
災
し
ま

し
た
。

　

棚
か
ら
商
品
が
次
々
と

落
ち
、
天
井
に
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
設
備
が
落
下
し
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
か
ら
大

量
の
水
が
吹
き
出
す
な
か
、

多
く
の
人
と
身
を
寄
せ
合

い
な
が
ら
４
人
の
子
ど
も

と
身
重
の
妻
と
不
安
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

あ
の
日
か
ら
半
年
以
上

経
過
し
た
７
月
28
日
。
私

は
所
属
す
る
八
尾
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
松
本
忠
賜

会
長
）
の
奉
仕
活
動
で
初

め
て
震
源
に
近
い
街
、
珠

洲
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
前
泊
で
し

現
地
に
立
ち
、
自
分
の
目

で
見
、
自
分
の
鼻
で
嗅
ぐ

こ
と
で
し
か
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
現
実
は
、
何

気
な
い
日
常
生
活
を
送
り

た
ま
た
ま
縁
あ
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
た
自
分
の

甘
さ
を
痛
感
さ
せ
る
に
十

分
で
し
た
。

　

静
か
に
手
を
合
わ
す
し

か
で
き
な
い
厳
し
い
現
実

が
、
半
年
前
の
あ
の
日
か

ら
変
わ
ら
ず
そ
こ
に
広

が
っ
た
ま
ま
で
し
た
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
れ

を
心
待
ち
に
し
て
下
さ
っ

て
い
る
被
災
者
と
の
交
流

に
少
し
不
安
を
覚
え
つ
つ
、

注
意
点
や
配
慮
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
継
続
的
に
活
動

し
て
き
た
方
々
に
簡
単
な

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
元
気
に
笑
顔
で
。

　

お
年
寄
り
が
多
い
街
で

す
が
、
家
族
連
れ
や
元
気

な
小
中
高
生
も
多
く
い

て
、
弁
当
や
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
は
あ
っ
と
い
う
間
に

な
く
な
り
ま
し
た
。
八
尾

の
企
業
か
ら
預
か
っ
た
寄

付
の
品
々
も
喜
ん
で
も
ら

え
ま
し
た
が
、
私
が
今
回

参
加
し
た
の
に
は
も
う
１

つ
動
機
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
が
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
あ
る
経

営
者
が
繋
い
で
く
れ
た
ご

縁
で
す
。

　

日
比
株
式
会
社
（
日
比

八
郎
社
長
）
は
八
尾
で
長

年
に
わ
た
り
有
名
ブ
ラ
ン

ド
の
バ
ッ
グ
や
財
布
な
ど

革
製
品
の
製
造
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
事
業
に
区
切

り
を
つ
け
、
倉
庫
に
あ
る

ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
小
物

の
数
々
、
段
ボ
ー
ル
約
30

箱
分
を
寄
付
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
横
に
バ
ッ
グ
や
小
物
を

並
べ
て
被
災
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
真
剣
に

雨
が
降
り
出
し
た
が
、
今

年
は
天
気
に
恵
ま
れ
た
。

　

１
５
１
９
０
人
の
来
場

者
は
、
華
や
か
な
演
出
に

満
足
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ

や
戦
争
、物
価
高
騰
な
ど
、

し
ん
ど
い
こ
と
が
多
い
世

の
中
だ
が
、
盆
踊
り
で
汗

を
流
し
、
迫
力
満
点
の
花

火
を
見
る
と
、
気
持
ち
が

ス
ッ
キ
リ
し
た
よ
う
だ
。

バ
ッ
グ
を
選
ぶ
人
や
、
ど

れ
が
似
合
う
か
家
族
同
士
、

友
達
同
士
で
選
ぶ
姿
は
、

バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
の
会
場

の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し
た
。

目
が
輝
き
笑
顔
で
喜
ぶ
姿

に
触
れ
、
逆
に
こ
ち
ら
が

元
気
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

店
が
再
開
で
き
な
い

話
、
震
災
で
仕
事
を
引
退

し
鞄
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
た
話
、
鞄
が
燃
え
て

な
く
な
っ
た
話
、
葬
式
に

持
っ
て
い
く
バ
ッ
グ
が
な

い
話
、
家
の
再
建
で
出
費

が
か
さ
む
話
、
高
齢
の
母

親
が
心
配
で
東
京
か
ら
移

住
し
て
き
た
話
。

　

厳
し
い
現
実
を
経
験
し

目
の
当
た
り
に
し
て
今
な

お
慣
れ
な
い
仮
設
住
宅
に

身
を
寄
せ
な
が
ら
、
生
活

の
再
建
に
苦
慮
し
て
い
る

方
々
と
直
接
交
流
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
継

続
し
て
活
動
し
支
援
の
道

筋
を
作
っ
て
下
さ
る
方
々

の
尽
力
な
く
し
て
は
で
き

な
か
っ
た
と
実
感
し
、
心

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。

　

奉
仕
活
動
と
は
支
援
す

る
側
が
何
を
し
た
い
か
で

は
な
く
、
被
災
地
の
方
々

の
声
を
聞
き
生
活
と
心
情

を
十
分
理
解
し
た
上
で
何

を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

考
え
行
う
こ
と
で
す
。

　

時
に
議
論
は
重
要
で
す

が
、
何
よ
り
行
動
す
る
こ

と
。
そ
し
て
関
心
を
持
ち

続
け
、
継
続
す
る
こ
と
が

最
も
大
切
だ
と
今
回
の
活

動
を
通
し
て
実
感
し
ま
し

た
。

　

大
阪
か
ら
約
６
時
間
。

現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で

初
め
て
感
じ
る
現
実
と
感

情
を
次
の
時
代
を
担
う
若

者
や
子
ど
も
達
に
伝
え
る

こ
と
も
私
達
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
だ
と
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
、
一
生
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
１
日
と
な
り

ま
し
た
。
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